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１ 実践の目的 
昨年度より設定した研究テーマを継承し、

引き続き「自己肯定感を高める支援のあり

方」について研究を深める。昨年度の研究で

は特別活動でのポジティブ行動支援（以下、

ＰＢＳ）の実践を通して「応用行動分析学

（ＡＢＡ）」の基本理念を獲得することがで

きたため、ＰＢＳの手法を用いて肯定的、積

極的な支援・指導のさらなる充実を図る。昨

年度末の研究会にて講師より「キャリア教

育」の重要性について助言を受けたため、研

究の重点として「総合的な学習の時間」を設

定する。たくましく未来を生きる生徒たち

を育成するためには、生涯にわたる学びの

基盤となる資質・能力を発揮できるように

していくことが重要となる。生徒一人一人

が社会の変化に受け身で対応するのではな

く、主体的に向き合って関わり合い、自らの

可能性を発揮し多様な他者と協働しながら

よりよい社会と幸福な人生を切り拓いてい

く力を育むことが求められている。研究と

して特に「生きる力」の育成を重視し、※キ

ャリア発達を促すことで生涯にわたって学

び続ける意欲の向上を図る。 

 

※キャリア発達 

社会の中で自分の役割を果たしながら、 

自分らしい生き方を実現していく過程 

【中央教育審議会「今後の学校におけるキ

ャリア教育・職業教育の在り方について（答

申）」】より 

２ 実践の内容 
Ａ 総合的な学習の時間における 

ポジティブ行動支援（ＰＢＳ） 

総合的な学習の時間で重視されている

「探究的な学習」を積極的に取り入れ、主体

的・協同的な学びへと繋がる学習環境を構

築する。事前に生徒の発達や興味・関心を適

切に把握することに留意し、生徒自らが課

題意識をもち、その意識が連続発展するよ

うに促していく。その手段としてＰＢＳを

用い、生徒自身が自らの行動を評価・改善で

きるように支援する。そこで、昨年度に各教

員が作成・実施してきた「行動支援計画シー

ト」の枠組みを活用して、生徒が自らの行動

についてＡＢＣフレームをもとに望ましい

行動をとれるように支援する。可能な限り

小集団・個人を対象とした研究を推進し、生

徒の特性に合わせて個別最適化された支

援・指導の充実を図る。 

Ｂ 教育活動全般への 

ポジティブ行動支援（ＰＢＳ）の拡充 

総合的な学習の時間で育まれた「生きる

力」を学校教育の現場で発展・拡充させ、よ

り多くの場面でＰＢＳの理論を用いた取組

を推進させていく。ここでは大きな制約を

かけることはせず、各教科・特別活動などに

も派生させることによって共生的な学校環

境を実現させる。特に日々の学級活動や、合

唱祭などの学校行事に適した手法であるこ

とから、肯定的・積極的な支援・指導の充実

を図る。 
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３ 実践の成果と課題 
本年度は、全５回の研究会・講演会を開催

した。年度を通して同一の講師を招聘し、本

校の教育実践について一貫した指導を仰ぐ

ことにより、「知識の習得」「実践」「フィー

ドバック」の流れを実感を伴って理解でき、

各教員が意欲的に研究へ取り組むことがで

きた。また、研究会では意図的に教員同士の

グループワークを取り入れることにより、

新たな気づきや学びを得ることができた。

研究会・講演会に対する教員の評価も高く、

研究を深める契機となった。 

 ＰＢＳの手法を用いて生徒自身が自らの

行動を評価・改善できるように支援し、課題

解決の意識を連続発達するように促すこと

ができたのは大きな成果である。１学期に

は生徒へのアンケートを実施し、生徒の課

題意識に沿った行動変容をクラス単位で促

した。その経験を踏まえ、１１月の研究授業

では生徒個人が「行動支援計画シート」を作

成するという実践を試みることができた。

アンケート項目の「先生は、あなたのよいと

ころを認めてくれていると思いますか」で

は、年間を通して約 95％が「そう思う」で

あり、大きな変化はなかったが、これは PBS

を含めた学校の取組を続けてきた結果とも

いえるため、今後も継続していきたい。 

 「キャリア教育」の目的は、社会的・職業

的自立に向けて、必要な基盤となる能力や

態度を育てることにあり、「個」の行動に焦

点を当てた今回の取組はキャリア教育の視

点でも有効であったと考える。 

本年度の研究は「共生的な学校環境の実

現」を目指して、昨年度から引き続きＰＢＳ

の指導手法を取り入れた研究を進めた。総

合的な学習の時間におけるＰＢＳは生徒の

「キャリア発達」に繋がり、生涯にわたって

学び続ける意欲の向上を図ることができた。

また、教員同士が実践を協議・共有すること

により、実践的な指導力の向上へと繋がる

研究となった。 

４ 今後の展開 
研究テーマを継承し、「自己肯定感を高め

る支援のあり方」について研究を深めてい

きたい。これまで「特別活動」（令和６年度）、

「総合的な学習の時間」（令和７年度）に焦

点を当てて研究を進めてきたが、来年度は

「教科指導」を中心に研究を深めていく。教

科指導は各教科の専門教諭が体系的な資

質・能力を育成する中心的な教育活動であ

り、学校教育法及び学習指導要領に基づく

教育活動の柱となる営みである。生徒の「生

きる力」を育み、変化の激しい社会をたくま

しく生き抜くための 3 つの能力（知・徳・

体）の調和を図るためにも、その重要性は極

めて高い。 

今年度まで研究を重ねてきたＰＢＳの手

法を系統的に教科指導に組み込み、生徒が

主体的に学ぶ（Ｂ：標的行動）ために必要と

なるきっかけ（Ａ：先行事象）とフィードバ

ック（Ｃ：結果事象）に関して様々な視点か

ら考察を深めていく。具体的には教授側の

フレームワークとして、ＡＲＣＳモデル

（Teller,1983）を取り入れた授業展開を

基本とする。また、ＯＴＲ（Opportunities 

to Respond）「全員に対する活動を伴う指

示」やＢＳＰ（Behavior Specific Praise）

「具体的な行動に対するポジティブフィー

ドバック」の手法について探求し、学習者の

学習意欲を高めることで学業成績の向上を

図る。生徒の内発的動機づけを促し、課題遂

行量を高めることで学力の向上を目指す。

学習において課題解決の達成率を高めるこ

とを自己高揚動機とし、多くの成功体験を

積む過程で生徒の自己肯定感を高める指

導・支援を展開していきたい。 


